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地下の岩石の浸透率や間隙率などの水理特性データは、地層処分や二酸化炭素の地中貯留で重要
となる地下深部での流体移動を推定する上で必要不可欠な情報である。上原ら（2009、本学
会）と岡崎ら（2009、本学会）は封圧下（<100MPa）における室内試験による北海道幌延町に
産する新第三紀堆積岩（上位から勇知層砂岩、声問層珪藻質泥岩および稚内層珪質泥岩）の浸透
率kと間隙率nの測定結果について報告した。本研究ではそれに加えて浸透率kと間隙率nの関係に
ついて報告する。Kozeny-Carmanの式において、浸透率kは間隙率n、比表面積Sと間隙の連結性
や屈曲の度合いなどの幾何定数Gの関数k=n3/GSとして与えられる。Carman (1937)は、実験結果
より未固結な多孔質媒体の幾何定数Gはほとんどの場合定数（G=5）になると報告した。しか
し、固結した堆積岩の幾何定数は埋没による圧密や続成作用の影響を受けるので単純にCarman
の求めた値を適用することはできない。そこで本研究では、室内試験により幌延地域に産する新
第三紀堆積岩の浸透率k、間隙率n、BET比表面積Sを測定することによって幾何定数を見積もっ
た。主な結果は以下の通りである。
（１）健岩部を対象として同一試料より作成した2つの供試体の試験結果より，間隙率の減少に
伴い浸透率も減少する傾向が確認された。このときの勇知層、声問層の幾何係数をG = d(k/n) / d
(n/S)2により求めると、試料によりG=1.6から4.5に分布し、圧密しても試料ごとの幾何学係数は
あまり変化しなかった。しかし、稚内層の場合、Gを定数と見なすとKozeny-Carmanの式と一致
せず、圧密に伴い封圧20MPaあたりで幾何学的係数Gが試料によりG=7.6-115からG=0.5-2.9へと
変化していることがわかった。
（２）Kozeny-Carmanの式から推測される声問層珪藻質泥岩および稚内層珪質泥岩の粒径は、木
方(2007)により行われた水銀圧入法により求められた空隙径分布とよい相関を示す。
（１）より封圧の増加に伴う浸透率の減少は、圧密による間隙率の減少に伴っていることがわか
った。これは室内試験測定値を用いた地下水流動シミュレーションなどを行う場合、浸透率・間
隙率の深度依存を考慮する必要があることを示している。また、声問層が圧密してもその間隙構
造はあまり変化しないのに対し、稚内層は圧密とともに間隙構造が変化していることを示してい
る。
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